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イ ン シュリン資 源 と しての魚類 の

ランゲル ハ ン ス氏 島 に関 す る研究.II

魚類ランゲルハンス 氏 島のインシュリン含有量について

立 野 新 光

Studies on the Islets of Langerhans of fishes as a 

            source of insulin. II 

insulin content in the Islets of Langerhans of fishes 

            Shinko Tachino

Insulinの 原料 として産業的 に最 も重要 な ことは ラ氏島 中に含有 せ られ るInsulinの 量

であ る.こ の問題 については1924年McCormic1・2》 がCodfish(Gadusca〃orias)に

f)い て研 究し ラ氏島19よ り20～25KIE*のInsulinを 得 た と報告 しているし
,McCor-

mickandNoble3)はHaddock(ルfelanogrammusaeglefinus)に つ き,Macleod4)

はCommonflounder(Pseudopleuronectesamericanus)に つ いて 研究 し それぞれ

28.3KIE,60～80KIEを 得,同 年Dudley5)も 独 特の方法 によ りCodfishよ り40KLE

を得 ている.叉McCormickandNoble3)はHalibut(HipPoglossushipPoglossus),

Pollack(Po〃achiusvirens)の ラ氏 島19か ら18KIE,35～40KIEのInsulinを

抽 出 してい る.日 本に於ては1940年 頃 か ら魚類 のInsulinの 研 究が行 はれ緒方 ・長沢6)

は タラ,スケトウ ダラの ラ氏島19よ り9.5E†,8.OEを 得,遠 山等7)は 日 本 産魚類8種

類 のInsulin含 有 量を測定 し,ビ ンナガ70～1931E**,キ ハ ダ1721E,メ バ チ1361E,

カ ツ ヲ109～1291E,サ ン カウメヌケ1941E,タ ラ1531E,ブ リ1261E,サ バ971Eと 報 告 し

てい る.そ の後長沢 ・近藤8)は11種 の 魚類 につ いて研究 し トラフグ2181E,サ バ76～

1391E,タ ラ1001E,キ ハ ダ150～1601E,ビ ンナ ガ1601E,カ ツ ヲ6～1371E,ブ リ

1471E,vダ ヒ1301E,マ グ ロ2251Eを 抽 出 し,右 田9)は 千 島産の 、タラよ りラ氏 島19

に つき3001Eを 得 た と述べ ている.

以上 の如 く大型 の重要魚類 については やや広汎 に亘つ て研究 されてい るが,そ の結 果は

同一種類 について も研 究者に よつ て非常に相違 していて 産業的立場か ら考 え るときは全 く

迷わ ざるを得 ない.そ の原因 としては研 究に用いた魚 の新鮮 度 の相違,魚 体の大小 の差 によ

るもの と思われ るが,そ れ等の事項については全 く記載がない.叉Insulinの 抽 出方法,

力価 の測定 方法及び単位 の表示方法 も研究者 に よ り或 は研究の 時代 によつてかな り相違 し

*臨 康単位 †単位(古 い表示法) .

**国 際単位(現 在は国際単位=・IEで 表示している).



272

てい るので,今 日迄の研究結果は正確 な数値を示 していない と言 い得 る.

そ れ故著 者は信頼すべ き結 果を得 るた め,供 試魚体 の大 きさを明 らか にす る ことは勿論

魚体 の新鮮度 には特に留意 し,生 きてい る魚体 を用 いるよ うに努 め,生 きてい るものを得

られ ない場 合には死後直後で生 きているもの と 殆 ど同様 の鮮 度を保持 している ものについ

て研 究 した.ラ 氏島は主島のみを摘 出しInsulinの 製 法はDudley5)のAcetone・picric

法 を用 い,Insulinの 力価 はInsulinLillyを 標 準 としてMarks法lo)に よつ て測定 し

単位 は国際単位(lnternationale-Einheit=IE)を 以 て表示 した.研 究に用いた 魚類 は大

型の魚体にて大量纒 つて一時 に漁獲 され,そ の 内臓 は特定 の場所で多量に 蒐集 し得 るもの

で あつた.即 ち産業 的見地 か らInsulin製 造 の原料 とな り得 る魚類 ついて上記の方法に よ

り研究 を行い第1表 の よ うな結 果を得た.

第1表.各 種 魚類 の ラ氏 島のInsulin含有 量.

此の結果から考察するに,鮮 度が同程度の場合は魚体の大きい魚種程1尾 当りのInsulin

の含有量が多い.即 ち上記 の試験に用いた中で 最大の魚体であるマグロ からは1尾 当り

59.61E,中 型の魚体であるカツオからは11.81E,小 型の魚体であるサバか らは0.51Eの

Insuユinを 抽出している.ラ 氏島19か ら得られるInsulinの 量は魚体の大小によつて著

しい相違はなく,サ バの場合を除けば大体100～1701Eで ある.

なお硬骨魚類のラ氏島19当 りのInsulinの 含有量が軟骨魚類及び哺乳動物の膵臓に比

し如何に多いかを確認するための第2表 の結果を示すこととする.

軟骨魚類は硬骨魚類と異 り哺乳動物 と同様の膵臓を有し島組織はStannius小 体 として

分離していないから,軟 骨魚類の膵臓を原料 としてInsulinを 製造する場合には哺乳動物

に於けると同様の方法によらなければならない.従 つてInsulinの 含有量も硬骨魚類のラ
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第2差.軟 骨 魚 類 及 び口甫}乙L動物の膵臓中 のInsulinの含有量.

氏 島に比 しその濃 度は極めて低 く,'哺 乳動物の 膵 臓 と晦 同 一程 慶で膵臓19中 僅をこ1・5

～5.OIEで ま,る.即 ち軟 骨魚類 の膵臓 及びそのInsulin合 有 吊:は判 劣1の如 き家畜 と殆 ど同

様 に見微 して誰 し支えがない.'

そ の他 の研究ではRedenbaugh等1Dが 烏類 の膵 織のInsulinの 含 有量 を測定 し,積 膵

と同程 度であ ると報告 している.そ れ故 に今 日迄の研 究では 硬骨魚類 の ラ氏 島は最 も濃厚

にInSlllinを 含 布Lしてい ることとな る.こ の事実は硬骨魚類 の ラ氏 島がInSUIin原 料 と

して頂:要な意 幾を有す る ことを明示す るものである.

摘 要

日本産 重要硬骨魚類のInsulin含 有 .冠について出来 るだけ正確 に測定 した.即 ち各魚種

について同.一・の鮮度 の ものよ りラ氏島を摘 出し,Dudleyの 方 法 によ りInsulinを 抽 出し・

Marks法 に よつてInsulinの 力価 を定めた.そ の結 果 ラ氏 島のInsulin含 有 量は ラ氏島

の重量に比例 し 魚種に よつて著 しい相違のない事 を認 めた.ラ 氏 島19のInsulinの 含

有量は大 凡100～1601Eで あ つて,今 日迄研究 された動物 の中で最 も濃厚にInsulinを 含

有 してい る.
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Summary

TheinsulincontentsoftheIsletsofLangerhansofthestapleJapanese

fisheswereestimatedasstrictlyaspossiblebythemethodofDudleyonex-

tractionofinsulinandthemethodofMarksonstandardisationofit.

Theyieldsoftheinsulinextractedfromtheisletsareinproportiontothe

weightoftheislets,anddonotvarywiththespeciesoffishes.

Theinsulincontentspergramofwettissueofisletareabout100～1601E

andtheisletsoftheTeleosteihavetherichestinsulincontentsofalltheislets

ofanimalseverresearched.


